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古文書から知る潜伏キリシタンの実像

文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
３
月
、
幕
府

の
取
り
調
べ
に
お
い
て
﨑
津
村
の
善
吉
や

周
平
ら
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の「
日
繰
り
」

（
曜
日
）
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
こ
と
を

語
っ
て
い
ま
す
。

一
、
毎
月
１
日
か
ら
７
日
目
ご
と
を
、

「
祝
日
」
と
し
て
、
鍛
冶
な
ど
（
仕
事
）

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
１
日
目
か
ら

順
に
「
ド
ミ
ン
ゴ
」、「
シ
ク
ミ
」、「
テ
リ

シ
ャ
」、「
ク
ハ
ル
タ
」、「
キ
ン
タ
」、「
セ

ツ
タ
」、「
サ
バ
タ
」
と
呼
び
ま
す
。
７
日

目
に
「
サ
ン
ト
メ
、
サ
ン
ト
メ
、
ミ
チ
の

サ
ン
ト
メ
、
不
慮
の
わ
ず
ら
い
、
と
ん
し

の
と
が
め
、
悪
事
災
難
無
き
よ
う
に
」
と

唱
え
、
８
日
目
に
ま
た
１
日
目
の
「
ド
ミ

ン
ゴ
」
に
戻
り
ま
す
。

「
ド
ミ
ン
ゴ
」「
ク
ハ
ル
タ
」
な
ど
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
の
「
日
繰
り
」
の
語
源
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
日
曜
日
を

「D
om

ingo

」、
水
曜
日
を
「Q

uarta

」

と
つ
づ
り
ま
す
。﨑
津
村
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
は
、
戦
国
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

伝
え
た
と
思
わ
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
曜

日
を
、
２
０
０
年
近
く
、
秘
密
裏
に
伝
え

て
き
た
の
で
し
た
。

同
じ
よ
う
な
日
繰
り
は
、
今
富
村
・
大

江
村
で
も
伝
え
ら
れ
、
村
ご
と
に
少
し
ず

つ
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

今
富
村

１
「
ド
ミ
ン
ゴ
」

２
「
シ
ク
ミ
」

３
「
テ
リ
シ
ャ
」

４
「
キ
ン
タ
」

５
「
ク
ワ
イ
タ
」

６
「
精
進
サ
バ
タ
」

７
「
精
進
セ
ツ
タ
」

こ
の
よ
う
な
変
容
は
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
が
少
人
数
の
信
仰
組
織
内
で
密
か
に
、

口
頭
で
風
習
を
伝
え
て
き
た
た
め
に
起
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
文
書
に
す
れ
ば
た
っ
た
数
行
。
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
が
語
っ
た
風
習
・
信
仰
の
内

容
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
天
草
の

人
々
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
受
け
入
れ
た

文
化
が
確
か
に
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。

【  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

そ
の
５
　
明
ら
か
に
な
っ
た

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
風
習
（
下
）

▲﨑津村の曜日を記した
文書（上田資料館所蔵）

新和町の浪床地区にある神掛け
の滝。高さ15ｍ幅15ｍを誇る天草
では最大級の大滝です。

風化・侵食に強い砂岩でできた
崖を横切るように水が流れ、地面
を削り、長い時間をかけて少しず
つ滝の高さが高くなっています。

　滝を裏側から見ることができ、神秘的
な雰囲気を味わうことができます。そば
に祀られている不動明王には無病息災を
願う参拝客が訪れています。

★見どころポイント

▲神掛けの滝（新和町）
かみ か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
「
ド
ミ
ン
ゴ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
「
シ
ク
ミ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
「
テ
リ
シ
ャ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
「
キ
ン
タ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
「
セ
ツ
タ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
「
サ
バ
タ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
「
祝
い
」の
日

「
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
、
無

理
な
く
、
少
し
ず
つ
」
そ
う
活
動
の
モ
ッ
ト

ー
を
話
す
の
は
、
須
子
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
長
の
濱
﨑
誠
さ
ん
。

同
会
は
、
地
域
の
国
道
沿
い
の
植
樹
帯
や

空
き
地
が
雑
草
で
覆
わ
れ
て
い
る
の
を
目
に

し
た
濱
﨑
会
長
が
、
須
子
地
区
を
花
い
っ
ぱ

い
の
ふ
る
さ
と
に
し
よ
う
と
地
域
に
呼
び
掛

け
、
平
成
25
年
に
30
人
の
会
員
で
結
成
。
振

興
会
を
は
じ
め
、
有
志
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
現
在
は
約
50
人
で
活
動
し
て
い
る
。

月
に
２
回
の
活
動
日
を
基
本
に
、
合
計
約

８
０
０
㎡
の
花
壇
を
市
や
県
、
民
間
企
業
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
管
理
し
て
お
り
、
季
節

ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
植
え
、
除
草
や

水
や
り
の
手
入
れ
を
こ
つ
こ
つ
と
続
け
て
き

た
。そ

の
結
果
、
今
年
５
月
に
は
花
と
緑
の
愛

護
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
を
表
彰
す

る
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
賞
。
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
会
員
全
員
で
喜
ん
だ
。

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
集
ま
っ
て
の
活
動
は
自
粛
し
て
い

る
が
、
地
域
の
花
壇
を
「
自
分
の
庭
の
よ
う

な
も
の
」
と
自
主
的
に
手
入
れ
し
て
く
れ
る

会
員
の
お
か
げ
で
、
今
も
継
続
し
て
活
動
が

で
き
て
い
る
と
い
う
。90
歳
を
超
え
て
も「
で

き
る
し
こ
」
と
言
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

も
い
て
、
感
謝
に
堪
え
な
い
と
濱
﨑
会
長
。

「
花
壇
を
通
っ
た
人
が
、
車
を
止
め
て
写

真
を
撮
っ
て
く
れ
る
の
を
見
る
と
、
と
て
も

誇
ら
し
い
」
と
や
り
が
い
を
語
る
。

花
づ
く
り
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
と
、
一
昨
年

か
ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
有
明
町
特
産
の

た
こ
つ
ぼ
に
花
を
植
え
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

バ
ス
停
に
設
置
し
て
い
る
。

「
こ
の
活
動
が
他
の
地
域
に
も
広
が
り
、

世
界
遺
産
の
島
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
天
草

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語
る
濱
﨑
さ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
と
、

地
域
が
一
体
と
な
り
美
し
い
花
々
で
お
も
て

な
し
を
続
け
て
い
く
。

花いっぱいの宝島天草に

須
子
ロ
ー
ド
・ク
リ
ー
ン
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
有
明
町
）

1地域の子どもたちと花植え　2活動
後のお茶会「花カフェ」も楽しみ　
3大臣表彰の受賞を中村市長に報告す
る濱﨑会長（中央）と松本副会長（右）
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